
2025年度入学時学生意識調査 結果報告

IR推進室

実施期間：2025年4月5日（土）～5月7日（水）

調査対象：2025年度4月入学生



2,748名の対象者に対して1,343名が回答。全体の回答率は48.9%。
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DPの認知度は54.3%。DPの能力を身につけたい学生は77.5%。
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APに掲げられている項目について、「あてはまる」学生が82.1%。 
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専門分野以外の職業でも構わない学生が76.7％。 
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企業への就職希望者が48.2％。進学希望者が14.0％。
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有効な媒体は大学のホームページと大学案内冊子。高校教員もファクター。
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認知獲得は高校入学前に過半数。
志願意思決定は高校3年の夏休み前で過半数。それ以降も多い。
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第一志望比率はおよそ6割。私大専願より国公立大学との併願のほうが若干多い。 
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上智大学全体について、新入生からは概ね好印象。 

10



学問内容や学び方についても概ね好印象。 

11



1. 世界とつながるための語学力と多文化理解（345件）
⚫ 英語力を高めるだけでなく、社会学や神学などの学問と組み合わせて、独自の学びを深めたい。

⚫ 多様な文化背景を持つ人々と交流しながら、語学力を自然に向上させたい。

2. 社会の課題に応える実践知と多角的視点の習得（313件）
⚫ 世界の人々と関わる中で必要とされる多角的な視点を身につけたい。

⚫ より良く生きるとはどういうことかを学び、他者のために行動できる力を得たい。

3. 深く専門を掘り下げ、教養を広げる知的探究心（78件）
⚫ 他大学よりも深くキリスト教の専門知識を学べることに魅力を感じた。

⚫ 倫理や哲学、教養的な知識を軸にした学びに惹かれて入学を決めた。

4. 宗教・倫理・哲学を通じた人間と社会の理解（28件）
⚫ キリスト教の異なる教派や平和のあり方について深く考える機会を持ちたい。

⚫ キリスト教倫理をもとに、平和構築のあり方について学びたい。

5. 他者とともに生きる力の獲得と異文化へのまなざし（18件）
⚫ 異文化背景を持つ人々との相互理解や、共生のためのコミュニケーション力を養いたい。

⚫ 近代文学や海外文化を学び、他者との関わりを大切にしたい。

どのようなことが学べると期待して上智大学に入学しましたか（生成AIによるまとめ）
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上智大学に入学してよかったという新入生が９割強。 
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専門分野と自分自身の興味関心が一致している新入生がおよそ７割。 
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留学意向のある新入生はおよそ８割。 
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留学希望理由で多いのは語学力の向上、日本では学べないことを学びたい、海外生活の経験。 
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大学生活の中で力を入れたい上位項目は語学、教養、専門分野、人との交流。
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授業についていけるか、友人ができるか不安に思っている新入生が半数以上。
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入学時点でのNPSは30.6。
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1. 学びの質と学生の意識の高さ（134件）
⚫ 周囲の学生の意識や英語力に刺激を受け、自然と意欲的になれる環境がある

⚫ 授業の質が高く、学内外の学びの機会も豊富で充実している

2. 国際性・多様性（66件）
⚫ 都心でありながら広めのキャンパスと、欧米系留学生が多い国際的な環境が魅力

⚫ 国際色が豊かで、多様な価値観に触れられる

3. 通学や生活環境に関する懸念（37件）
⚫ さまざまな人と関われるが、自分の生活スタイルとのミスマッチを感じることもある

⚫ 学生同士の距離が近く落ち着いた雰囲気だが、通学環境には不便さもある

4. 雰囲気や人間関係の良さ（36件）
⚫ 教職員との距離が近く、全体的に温かくアットホームな雰囲気がある

⚫ 大学の雰囲気がよく、安心して過ごせると感じる

⚫キャンパスの一体感・交流のしやすさ（16件）
⚫ 全学部が同じキャンパスにあり、学科を超えた交流がしやすい

⚫ キャンパスの雰囲気がよく、多くの人と交流できる。カリキュラムや教員も信頼できる

推奨度の理由（生成AIによるまとめ）
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海外経験のある新入生がおよそ1/3。
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海外在住はアメリカ、中国、ドイツが多い。
海外留学はアメリカ、オーストラリア、カナダ、ニュージーランド、イギリスが多い。
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在住期間は3年が最多。留学期間は2週間が最多。
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家族と同居している新入生がおよそ3/4。
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通学時間は1時間半未満でおよそ９割。
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自分専用のノートパソコンを持っていない学生がおよそ2％。
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